
今月のトピックス 梢頭腐敗病 （さとうきび）

学名：Gibberella fujikuroi

本病の寄主範囲はサトウキビの他、イネやトウモロコシ、ソルガム、牧草などが含まれる。

症状は、はじめ若い葉の基部から上部に向かって退緑・白化するとともに、葉の湾曲、奇

形、しわ、ねじれ、節間のナイフで切ったような症状を呈するなど多様である。生長点が腐

敗し梢頭部が枯死した後、茎全体が腐敗するような劇症となる場合と、１～２枚の葉に病

変を生ずる程度で回復し生育を続ける場合がある。本病は、風によって分生子が運ばれ

て伝染し、高温多湿の生育盛期に発生が多い。多雨後の晴天などの条件で症状がひどく

なる。窒素過多は本病を誘発するので、窒素肥料の多用を避ける。

生態と被害

梢頭部の縦断面

梢頭部が枯死した罹病茎

節間の症状

葉のねじれ・しわ症状

平成26年度病害虫発生予報第３号（６月予報）

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/byogaichubojo/documents/h25-ineyo.html

＜今月のコラム＞ カーチーベー（夏至南風）

イネヨトウの性フェロモントラップへの誘殺数の推移について以下URLに掲載しております。＜お 知 ら せ＞
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